
お金で動く政治をやめて

県民の声で動く県政に

医療費の負担軽減
医療費を全市町村18歳まで拡大します。
子どもの時間外受診費用を免除します。

介護保険制度の改善
介護保険料・利用料の減免をすすめます。
訪問介護事業所の空白地域をなくします。

小中学校給食の無償化
県として全市町村の給食を無償化します。子育て
しやすく、働く世代が定住できるよう支援します。

国保料の引き下げ
国保料（税）を引き下げ、
子ども均等割を廃止します。
県独自の支援制度をつくります。

総選挙の結果は、衆議院で自公与党過半数割れとなりました。こんなに暮らしが厳し
いのに、全く無策だった自民党政治への怒りが政治を変えています。
自民党は裏金を何に使ったのかさえ明らかにしません。反省はなく、企業団体献金の廃止は否定しています。
大企業のために法人税を下げ、国民には消費税を上げ、社会保障を切り捨てたことで財界の評価を受け、企
業献金を受け取り続けています。
エネルギー計画の原案には、財界と全く同じ言葉で原発の最大限活用が書き込まれました。堂 と々した政策

買収であり、一方では裏金で選挙がゆがめられました。裏でも表でも政治をゆがめてきたのが自民党政治です。
この自民党政治を中央で支えた中央官僚が続けて知事になり、国政直結政治のもとでハコもの建設とイベン

ト中心県政が続けられ、みんなの願いが切り捨てられてきました。県民の声を聞くと言いながら、自民党の推
薦を受けるなどおかしなことです。金で動く政治でなく、県民の声が県政を動かす政治が必要です。

大型公共事業を見直し、環境破壊やムダ遣いをやめて、県民のためにちゃんと税金をつかう新しい県政を実
現しましょう。暮らしや医療などの県民の一番身近なところで、暮らしや命の苦労を聞いてきた女性候補だから
こそできる仕事です。リニアや木曽川水系連絡導水路を推進し、社会保障を否定的にとらえるような政治姿勢
では何も変わりません。
社会保障は県民生活の要です。そして、みんなの要求が政治を動かします。学校給食無償化は全国 547
市町村が始めています。青森は県としておこなうようになりました。子ども医療費助成の拡大、国保や介護の
負担軽減など、県民の生活直結の県政に変えるときではないでしょうか。

変える!!

国政直結県政から県民直結へ

女性候補 男性候補
（元中央官僚）

18歳まで医療費無料化 〇 ×
学校給食無償化 〇 ×
木曽川水系連絡導水路 × 〇
リニア建設 × 〇
荘川産廃処理場 × 調査する
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